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有機オニウム塩化合物は、有機合成の様々な場面で活用される。例えば、第四級アンモニウム塩やホ

スホニウム塩は、有機分子触媒として広く利用されるだけでなく、有機合成のための有用な試薬としても使

用される。一方、関連する有機オニウム塩化合物の一種である第三級スルホニウム塩に関しては、その有

機試薬としての有用性は広く知られていたものの、触媒としての利用例は限定的であった。この状況を打破

すべく、第三級スルホニウム塩化合物の特徴を考察し、触媒としての利用法を模索した。本講演では、独自

に設計した第三級スルホニウム塩触媒の開発と応用、さらにスルホニウム塩触媒の開発で得た知見を活

かした、有機硫黄触媒開発のさらなる展開について解説する。 
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